
 

佐賀大学入学前教育アドミッションセンタープログラム 

 

佐賀大学では学校推薦型選抜Ⅰや総合型選抜Ⅰにより，年内に合格する受験生がおよそ 220 名い

ます。しかし，2024 年に九州 7 県の高校教員およそ 150 人にアンケート調査を行った結果，合格した

安心感からか，入学前の期間に学習意欲が低下してしまう高校生が少なくないことが分かりました。また，

入学後のアンケート調査から，大学での学習に不安を訴える年内合格者の割合が多いことも分かってい

ます。そこで，佐賀大学アドミッションセンターでは，先輩学生の協力の下作成した特別なテキストや，学習

支援クラウドの活用，交流会等を通じて，大学での学びを理解したり，仲間や先輩と共に活動したりする

中で，学習意欲の維持向上や不安の解消をする，入学前教育アドミッションセンタープログラムの提供を

スタートしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 入学前教育アドミッションセンタープログラムの概要 



〇入学前学習テキスト 

 「高校と大学のちがい」や「大学の学びに必要な高校の学習内容」，「先輩のゼミ，研究室紹介」，「先

輩の時間割紹介」などについテキストを読み，大学４年間のイメージを獲得するとともに，入学前の３ヶ月

間の学習計画表を作成したり，入学後の目標設定シートを作成したりします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 入学前学習テキスト表紙 図 高校と大学のちがいって？ 

図 先輩の時間割紹介 



〇学習支援クラウドシステム（Moodle）による学習 

 大学の授業でも使用することがある学習支援クラウドシステム（Moodle）を使用し，高校と大学のちが

いや，学部先輩のインタビュー，留学や起業などの支援についての動画を視聴したり，テキストを読んで考

えたことについて，自分の意見や感想をまとめて提出したりします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 学習支援クラウドシステム（Moodle）の画面 

図 動画教材（高校と大学のちがいって?） 

図 動画教材（時代に挑む学生起業家たち） 



〇入学前交流会・成果報告会の実施（１２月，２月，３月） 

 12 月には入学前交流会を実施し，先輩による学部学科の説明や，合格者同士の交流会，先輩への質

問コーナーを行います。また，２月にはオンラインによる中間成果報告会を実施し，１カ月半の取り組みや

残りの期間で頑張りたい事について発表します。さらに，３月の最終成果報告会では３ヶ月間の取り組み

や大学での目標の発表，大学で学ぶ理由についてグループディスカッションを行ったりします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 入学前交流会の様子（１２月：対面） 

図 中間成果報告会の様子（２月：オンライン） 

図 最終成果報告会・交流会の様子（３月：対面） 



〇大学の教養科目の先行履修 

 入学前教育アドミッションセンタープログラムの受講者は教養科目「STEAM 学習基礎」を受講すること

ができます。複数の選抜区分の合格者が大学の教養科目を受講し，条件を満たせば単位が認められると

いった取り組みは，国立大学でも初の試みです。入学前から大学の授業を履修することで，大学での学び

のイメージを獲得し，佐賀大学の学生としての意識も高めることが期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 集中講義（プロダクトの企画と３D モデルの設計，製作，プレゼンコンテスト：３月） 

図 学習支援クラウドシステム（Moodle）によるオンデマンド教材 

図 受講生が作成したプロダクトについてのプレゼンスライド 


